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RPにおける単母音の変化
山 本 晃 司
要 旨
GimsonによるAn Introduction to the Pronunciation of Englishの初版は1962年に出版され、その
第7版 は2008年に出版されている。初版から第7版 までの記述内容を比較するといくつか変化が
見られる。本稿では現代イギ リス英語の標準発音であるReceivedPronunciation(RP)の単母音
を中心にどのような発音変化が起 こっているのかを述べ、他の音声学者の見解も交えながら考察
を加えた。また、30年前に吹き込まれた英語音声教材と近年出版された教材を使い、単母音のフ
ォルマントを測った比較検証も行った。
今回取 り上げた単母音の中で特に、前舌母音の/e/と/a/、後舌母音の/u/と/ul/では大きな変
化が起こってお り、RPの揺れ動 く単母音の状況を取 り上げた。
キー ワー ド 変化、広い音、狭い音、前舌化、反時計回 り
はじめに
言語変化は語彙や文法のみな らず発音において も起 こる。本稿では、英語、特に現代イギ リ
ス英語 において標準発音 とされてい るReceivedPronunciation(以下、RP)で 起 こってい る
変化を中心に取 り上げてい く。
現代イ ギ リス英語の発音を取 り扱 った文献は数 多 くあ るが、今回は、その中で も改訂を積み
重ねて きた文献、An Introduction to the Pronunciation of Englishを基に話を進 めてい く。初版
(1962)、第2版(1970)、そ して第3版(1980)はA.C.Gimsonによ り改訂 出版 され、第4
版(1989)はSusanRamsaranが引 き継 ぎ、第5版 以降(1994,2001,2008)は、本の タイ ト
ル もG伽so鴻1)欄 襯 磁 ≠知πげEπ81醜へ と改名 されAlanCruttendenが引 き継いでい る。初
版か ら第7版 に至 るまでに、各母音の記述 内容にはい くつか変化が見 られ る。本稿ではRPの
単母音(/i:,1,e,記,A,3:,α:,D,o:,u,u:/)に焦点をあて、 どの よ うな変化が起 こってい るのか
を他の音声学者の見解に も触れなが ら考察 してい きたい。
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1.前 舌 母 音/i:,1,e,記/
各 母 音 を 見 て い く際 に 、基 本 母 音(Cardinal
Vowel、以 下C)を 参 照 す る こ と が あ る の で
そ の 基 本 母 音 図 を 載 せ て お く。 そ れ ぞ れ の 母
音 に は4段 階 の 舌 の 高 さ が あ り、c[i]と
C[u]には``close"、C[e]とC[o]には``close-
mid"(``half-close")、C[ε]とC[o]には
``open-mid"(``half-open")、C[a]とC[α]
に は"open"と い う名 称 が あ る。
Cardlnal・
No.1
CardlnaiU
N◎.8
(=ardina10
No.7
Cardinalo
No,6
Cardina畳
αNo .5
図1.基 本 母 音(Jones,1956:21)
また、以下で載せている母音図ではRP以 外の変種 も黒点で表示 されているが、RPに該当
する音にのみ矢印をつけて示 してい く。発音記号の精密表記についても第5版 以降では[.]が
[.]に、[.]がL]に なっている。
1.1./i:/と/1/につ い て の 記 述 ??ー
?
?
 "The quality is nearer to C [i] than to C [ 
                  (Gimson, 1962:
e]." 
94)
● 一レi・一一 一●
● 一レ11… 一
初版か ら第7版 において/i:/の音質に変化
は見 られず1)、/i=/の位 置 を示 した母音 図に
図2./il/の配置(Gimson,1962:95)
おいて も初版か ら第7版 まで 同 じであ る。
/i:/には変化は見 られ なか ったが、/1/はど うであろ うか。 まずは/1/の音質 とその母音図を
載せてお く。
8
ノ一ー 一●
二=蝕
"The quality is that of centralized C [e] = Eel." (Gimson,1962: 96)
A● → レcloseTI-一 一 一●
● → レ1-一 一 」
図3.①/1/(Gimson,1962:97)
」
●→ レ*1
_工o
●
*1
Io
● 、
●
●
＼
¢
奪
②/1/(Cruttenden,2008:109)
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上記にある/1/の音質は初版から第7版 まで変わ りがな く、母音図においても変化がない。
しか し、初版と第2版 ではRP内 に/1/の変種があることが述べられている。
 "Variations occur, too, amongst RP speakers: thus, a conservative RP form may be much closer 
than the general RP /I/  described above, coming nearer to the quality associated with /i:/; other 
speakers, often of advanced RP, use a type which is lower than half-dose (= N 1)." 
       (Gimson, 1962: 97)
年配層(ConservativeRP)カミ使 う/1/は矢 印Aの よ り狭 い/1/を使 うのに対 し、若年 層
(AdvancedRP)が使 う/1/は矢印Bの よ り広い音 と してい る2)。ところが、第3版 、第4版
で は上 記の引用 部分 がな くな り、第5版 以降3)では、 図3の ② にあ る よ うに、"commonin
RP"4)(Cruttenden,1994:xv)を示す星 印*で/1/に 統一 されてい る。
/1/に関 しては年齢層 に よる違 い以外 に、 さらに2つ の変化 が見 られ る。1つ は、強勢 を受
けない音節での/1/(problem,possible,interesting)である。初版 と第2版 は"freevariation"
(Gimson,1962:97)として/1/または/e/があ ると してい るが、第3版 以降では/e/を使 う傾 向
が次第 に強 くな りつつある とし、その詳細が ま とめ られ ている5)。2つ目は、city,lady,coffee
な どの強勢 を 受け ない語 末 での/1/で あ る6)。第3版 では若 い世代 の人 々の間で``ashort
varietyof/il/"(Gimson,1980:105)を使 うとしてい るが、第5版 以降は年齢層を特定せず、/i/
で実現 され ることが多 くな ってい ると してい る。近年 出版 されてい る発音辞典や英英辞典にお
いて も/i/とい う記 号が採用 されてお り、 この変化 はかな り確立 され てい ると言 え る7)。
1.2.広い音へ と向か う/e/
前舌母音/e/と/お/については記述内容と母音配置において大きな差が見られる。まずは初
版での/e/をとりあげる。
"The quality lies between that of C [e] and that 
 of C [e] = [c] or k] ...The general RP variety 
of /e/ tends to be closer to C [e] rather than to 
C[e]„
el-一 一 一
(下線は筆者、以下同 じ)(Gimson,1962: 99)
一 一eθ
図5./e/(Gimson,1962:99》
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初版か ら第4版 までの/e/はC[e]とC[ε]の間にあ るとしてい るものの、図5を 見 るとやや
C[e]に近 い配置 であ り、比較 的に狭 い/e/になっている8)。ところが、第5版 にな ると下線部
が以下の よ うに変わ ってい る。
"The quality lies between that of C [e] and that 
 of C [e] = [e] or k].  ...The  general RP variety 
of /e/ tends to be closer to C [r] rather than to  
C [e]." (Cruttenden, 1994: 102)
φ
図6で は図5と 同 じよ うに狭い[e]にも記号 図6./e/(Cruttenden,1994:102)
が付 け られてい る ものの9)、第5版 での説 明に
もあ るよ うにC[ε]に 近 い音 に も星 印が付 け られてい る。初 版か ら第5版 にいた るまで に/e/
に変化が起 こ り、初版の説 明とは逆に/e/がC[ε]に近い音へ と向か う傾 向が現れた ことが分
か る。
1.3.広い音へ と向か う/お/
狭い音か ら広 い音へ と向か う傾 向は/e/だけではな く、/ae/にも同 じような傾 向が出始 めて
い る。その/ae/の音質 は初版 では次 のよ うになっている。
 "The mouth is slightly more open than for /e/; the front of the tongue is raised just below the 
half-open position, with the side rims making a very slight contact with the back upper molars; 
the lips are neutrally open." (Gimson, 1962: 100)
初版か ら第4版 までは/お/をhalf-openより下、つ ま り狭い/お/と してい る。 しか し、第5
版以降では、上記の下線部を"thefrontofthetongueisraisedtoapositionmidwayjustabove
open"(Cruttenden,1994:103)と変えてお り、/記/がC[ε]に近い位置か らopen-midとopenの
中間に移動 してい る。第6版 では/お/とい う記号が もはや的確ではない と述べ られてい るが、
実際には第6版 、第7版 で も/お/とい う記号が採用 されてい る。 しか し、その母音図をみ ると、
第5版 と第6版 は初版 よ りやや下が った位置のC[ε]とC[a]の中間にな ってお り、第7版 で
は、図7の ③にあ るよ うに、星印が/記/だけ でな く/a/にも付け られてい る。
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aα
図7.①/記/(Gimson,1962:101} ②/お/(Cruttenden,1994:103}③/記/(Cruttenden,2008:113}
/記/が よ り広 い 音 へ と 向 か っ て い る と い う指 摘 はCruttenden(1994,2001,2008)だけ で な く、
Roach(1983)、Wells(1997)、RoachandHartman(1997)、CollinsandMees(2003,2008)、
Hughesetal.(2005)でも指 摘 され て お り、/お/が 着 実 に 広 い 音 へ と 向 か っ て い る こ と が 分 か る 。
1.4.何が/e/と/お/を広い音へ向かわせ るのか?
/e/を狭 い音 とした初版か ら第4版 においてGimson(1962:99)は/記/の音 も狭い音 としてい
る。Gimson(1962:99)による と、音質的 な差 を保つ ため、/ae/が狭 い音 であれば、/e/も狭 い
音 とな り、逆 に、/e/が広 い音 であれ ば/お/も よ り広 い音 になる としてい る10)。確 かに、第5
版以降 でも/e/を広 い音 としている分 、/お/もよ り広 い音 にな っている。 しか し、何が/e/と
/記/を広い音へ と向かわせ てい るので あろ うか。
その要因にCruttenden(1994:103)をま長年 にわ たって中舌母音ll)の/A/がC[a]に向か う傾向
にあ った ことをあげてい る12)。つ ま り、/A/の移動 に よ り、/ae/が移動 し、 その/記/の移動の影
響を受けて/e/も移動 した流 れ とな ってい る13)。
問題 と してい るこの/A/の音質は初版 にお いて次 のよ うに説 明され てい る。
"The quality is that of a centralized and slightly 
 raised C [a] = [a]." (Gimson, 1962: 102)
初版の時点ですでに/A/はC[a]に近い音質
とな ってい る。ただ し、 これは若年層の/、)で
あ り(図8.矢 印A)、 年配 層 のRP(図8.
矢印B)は"amoreretractedvowel"(Gimson,
43
●=一 一 一
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○一一 一
一 一uor慧
一・一 苓 く →B
。!L翫 く 一●A
図8./A/(Gimson,1962:103)
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1962:102)であ るとされ てい る。Cruttenden
(1994)の言 う/A/の移動は初版の時点ですでに
始 まっていた ことが伺え る。
第5版 、第6版 は、図9に もある ようにC[a]
4寄 り
の/A/で統 一 され て い るが、Cruttenden
(2008:115)は第7版 で/記/と/・)が混同 しない 図9./痘(Cruttenden,1994:105)
よ うに今では/A/の前方移動が止 まってお り、
後寄 りの/A/も使われつつ あると して、 この/A/にも星 印をつけている。
後寄 りか ら前寄 りへ、前寄 りか ら後寄 りへ と揺れ動 く/・)ではあ るが、その前後移動に よ り、
/記/がC[a]へと向かい、そ の空 白を詰め るべ く/e/もC[ε]へと移動 した と考え られ る。 この
点 も検証すべ く、次節では、/i:,1,e,記,A/のフォルマ ン トを測 り検証 してい きたい。
㊥ ・ε ε ε ・
● 一レ 皇 ④
a-… ・爾
2.前 舌母音のフ ォルマ ン トと分析
今回使用す る音 の資料 は、RPが 吹 き込 まれ ている英語発音教材 であ る。約30年前 の教 材か
らJohnTrimのEπ91勅.P70撒π磁 伽 π1〃%3'鰯64(1975)と2007年の教材か らJonathanMarks
のEnglish Pronunciation in Use-Elementary(2007)での母音 フ ォルマ ン トを比較 し、上 で述
べて きた よ うな変化があ るか ど うかを検証す る。いずれ も男女の発音を取 り上げ、同 じ語 また
は母 音そ の ものを採用 した。 フ ォル マ ン トを測 る際 に使 用 した ソフ トウ ェアはLadefoged
(2006)で紹介 されてい る 肱oθS%乖714)であ る。以下の表 で記 されてい る数値 は第1フ ォルマ
ン ト(以 下、F1)と第2フ ォルマ ン ト(以下 、F2)の数値 である。F1は 母音の高 さを示 し、
F2は後 舌度を示 してい る。なお、前舌 ・後舌母音の フ ォル マ ン ト数を基に した表15)は本稿の
末尾に付けてい る。
Male Female
Trim(1975)Marks(2007)
.
Trim(1975)Marks(2007)
F1 F2 F1 F2 F1 F2 F1 F2
/i:/ 286 2531 286 2571
.
three
.
367 2898 327 2980
big 327 2245 367 2163 in
.
490 2531 490 2735
1etter 408 1755 694 1837 head
.
531 2531 776 2612
hat 735 1469 816 1633 /お/
.
1020 1918 1184 1959
thumb 612 1265 735 1265 gun
.
980 1714 939 1551
earth 531 1388 653 1510 /3=/ 735 1633 776 1592
表1.男性 ・女性話者の前舌母音と中舌母音
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まず/il/と/1/はTrimとMarksの男性話者 では大 きな差は見 られ なか った。Gimson(1962)
に よる初版か らCruttenden(2008)による第7版 で もその音質に記述変化がなか った ことか ら
/il/と/1/は比較 的安定 した音であ ることが分か る。/e/に関 しては第5版 以降でC[ε]に近い音
質にな る傾 向があ るとされていた よ うに、その傾向はMarksに現れてお り、Trimに比べて、
F1は290近い差をつけた広い音 となってい る。/記/についてはTrimとMarksのF1で の差は
わずかで、Marksが約80上回 ってい る程度であ り、わずかに広い音 とな ってい る。
女性話者の フ ォル マン トを比較す ると、/i:/と/1/に大差はな く、男性話者 と同様 、 この2つ
の母音は比較的安定 した音 とな ってい る。/e/と/お/に関 してはMarksでいずれ も広い音にな
ってい る。/e/のF1はTrimと比べ て約200以上の差があ り、/記/も約160の差をつけてい る。
しか し、/記/に関 してはTrimもMarksも1000ヘル ツを超 える高 い数値 とな ってお り、/記/が
広い音 とな る傾 向はすでにTrimの時点か らあ った と考 え られ る。
Cruttendenが第5版 以降指摘 しているC[ε]に近 い/e/とC[a]に近い/εe/は特に女性話者に
見 られ る結果 とな った。 また、/記/がC[a]へ と向か っている要 因に/A/の移動 があ るとい う
Cruttenden(1994,2001,2008)の主張 も女性話者の場合には説 明がつ く結果 とな り、女性話者
のF2は その数値が高 く、前寄 りの/A/とな ってい る。それに対 し、男性話者 はF2の 数値 が低
く、後寄 りの/A/となってお り、そ の分、/お/も女性話者 ほ ど広 い/記/とはな っていない ことが
分か る。
男性の場合、Gimson(1962:99)の主張す る狭い/e/であれば狭 い/記/、広 い/e/であれぽ広い
/お/とい う流れに なっている と考 えられ る。
3.後 舌 母 音/α:,D,o:,u,u:/
3.1.安 定 し た 音/α:/と/D/
"The quality is somewhat nearer to C [a] than to C [a]. " (Gimson, 1962: 105)
/α:/の音質は初版から第7版 までC[α]に近い音とされている。小規模な修正としては、第
6版以降では上記の下線部がな くな り、母音配置図において第5版 以降より簡素化された点で
ある。
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q:<一 ●
図10.①/α1/(Gimson,1962:105}
・…・ ㊥
… 茎 …・
a:晒d:<噸 ●
②/α1/(Cruttenden,1994:107)
/D/も/α:/と同 様 に 初 版 か ら 第7版 ま で 変 化 は な く、 そ の 音 質 も"Thequalityisthatofan
openliproundedC[q],i.e.secondaryC[α]."(Gimson,1962:107)と説 明 さ れ て い る16)。母 音
図 に お い て も 第5版 以 降 で は よ り簡 単 に な っ て い る 。
?
?
一D<咽●
、α
図11.①/D/(Gimson,1962:107}
婦
②/D/{Cruttenden,1994:108}
3.2.移 りゆ く/0/と/u:/
ん/と/u:/は第5版 以降に大 きな変化 がみ られ る。 まず は ん/での変化 を見 てい く。
 J "The quality is that of a centralized C [o] = [o]." (Gimson, 1962: 112) 
© "The quality is that of a centralized C [x] or [o] = [6] or [ir]." (Cruttenden, 2001: 121) 
03 "The quality is that of a centralized C. [o] = [6] or [ti] or (with unrounding) centralized C. [lc] 
= ['] or [+1." (Cruttenden, 2008: 125)
/u/の説明は上記の①から③にかけてより詳細になっている。特に③では/0/が本来もつ唇の
丸みがな くな り、舌の位置も中舌へと移っていることを示す記号が付け加えられている。これ
らの点は図12の③でも示されてお り、従来の後舌母音の領域から中舌母音の領域にまで移って
46
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いる異音にも星印が付けられている。
零
/*母・1
一 髄
一?
" ㊥ 一一
1
曾 一 一・
?
,'",
<づ ●
「「.,
● 一・・ε 一・・…
＼
?
?
図12.①/u/(Gimson,1962:112)②/0/(Cruttenden,2001:121}③/0/(Cruttenden,2008:125)
/o/と同様 に、/UI/の舌 の位置 も中舌母音 の領域 に移 る前舌化 が見 られ る。初版 での/u:/の音
質は次の よ うに説 明されてい る。
"The quality is that of a relaxed, slightly 
lowered and centralized C [u]." 
                 (Gimson,1962: 114)
等B
iu廿
図13では矢 印が3つ 付 い てい る17も矢 印A
は上記の引用にあ る/u:/の音質を指 し、矢 印B
は初版か ら第4版 で説 明されてい る特に ロン ド
ン周辺で使われ るRPの/u:/と 、/j/の後に く
る/Ul/のか な り前寄 りとな った[司 を示 してい
る。 しか し、第6版 以降での/u:/の前舌化は こ
れ らの条件に限 らず、前舌化が さらに進んでい
ることを示す記述 内容にな ってお り、母音図に
おいて も特に第7版 では/u:/の実現 され る領域
が前方へ と進んでい ることがわか る18も
ノ/
' σ1炉 ひ 一 一一u
4-一 一m
一 一 〇u
'
曜o-一 一
??
図13./u:/(Gimson,1962:114}
?
…
?
?
?
?
?
"Two types occur within General RP are (i) a 
 more centralized monophthongal vowel [u:] or 
[u:] or, with unrounding, [a] or [}:], and (ii) a 
                                  47
?
?
?
?
?
?
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■,
●/● ・一
ヤグ
/
/一 ε
＼
・Ul4司●
ε*uuぐ●
ol血
図14./ul/(Cruttenden,2008:127}
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 short diphthong Foul or [}w] (thisbeing particularly common in fina 1 position (do, shoe, who)." 
 (Cruttenden, 2008: 127)
Cruttenden(1994,2001,2008)は前舌母音 の/お/がC[a]へと向か うその要 因に/A/の前方移動
があ ると していたが、/u/と/u:/に関 してはその要 因について特 に何 も述べていない。そのた
め、単に/0/と/u:/が前方 へ と移動 しただけなのか もしれない。 もしそ うであれぽ、現代RP
の単母音は以下の よ うな配置図にな るであ ろ う。
?
。
?
?
?
?
?
図15.RPに お け る単 母 音 の 配 置(Hughesetal.,2005:49)
図15を見 る限 り、/u/と/u:/のみが移動 してい る。 しか し、音韻 体系 としては従来あ った/u/
と/UI/の空欄を埋 め るべ く他 の音 、つ ま り、隣接す る/01/も移動す る可能 性があ る。Wells
(1982:99)もこの点に触れてい るが、/0:/が一段 高い位置 へ と移動 した ことに よ り/u:/が前方
へ と押 しや られたのか、それ とも/u:/が先 に移動 し、/01/が引 っ張 られた流れなのかを決め る
のは困難であ ると してい る。
第4節 では まず、/0:/の動 向に注 目し、第5節 では後舌母音 のフ ォル マ ン トを測 り/0=/と/0/
と/Ul/の関連性を調べ る。
4.狭 い音へ と移動す る/0:/
"The quality lies between 
 [3]  or [9]."  (Gimson, 1962:
C [o] 
109)
and C [o], i.e.
この記述 内容は第7版 まで変わ っていないため、
一見、何の変化 も遂げていない よ うに思え るが、
初版か ら/0:/には ある動 きが見受け られ る。
嗣 一 。〔}:we
　 　 　 むび
一 ・:<咽●
ノ
図16./01/(Gimson,1962:110}
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 "The quality of /3:/ is now closer
, so that, in advanced RP, it often approaches C [o]." 
                      (Gimson,1962:109)
特に若年層 のRP話 者がC[o]に近い狭い/0:/を使 うと してお り、Gimson(1962)は/0:/が狭い
音へ移動す る可能性を示唆 していた19)。実 際、PeterRoachのEnglish Phonetics and Phonology
第3版(2000)では/0:/がC[o]に近 い位置 とな っている。初版(1983)と比較す る と、/0:/
が大 き く移動 してい ることがわか る。
● "
図17.①/01/(Roach,1983:18) ②/0=/(Roach,2000:20)
葡
/o:/の動 きについては発音辞典、English Pronouncing Dictionary(以下、EPD)を 見 るとよ
り明確に現れて くる。以下の母音図では①はDanielJonesによる初版(1917)、② はJonesの
後を引 き継いだGimsonによる第13版(1967)、③ はPeterRoachとJamesHartmanによる改
訂第15版(1997)であ る。
楓
●1 ●u
●u:
。:<● e
o,3:
肛く●
晶
図18.①/0=/(Jones1917)
A
2●o ●a} ●o:
Fro皿tαBack
②/0=/(Gimson1967)③/0:/(RoachandHartman1997}
ま ず 、JonesとGimsonに よ る母 音 図 を 比 較 す る と 、Jones(1917)は/0:/をhalf-openより少
し下 に 置 い て い る の に 対 し、Gimson(1967)はmid-closeとmid-openの中 間 に ま で 上 げ て い る 。
RoachandHartmanによ る 改 訂 第15版 に な る と/o:/はC[o]に 近 い 位 置 ま で 移 さ れ て い る 。 図
49
山 本 晃 司
18の①か ら③を見て も分か るよ うに、徐 々に/0:/の位置がC[o]へ と向か ってい ることが分か
る。特に③では/01/の移動 だけに とどま らず20)、/0/は中舌母音 の領域 に まで移 されてお り、
/u:/に関 して も① と② に比べ てやや前寄 りとなってお り、/0:/に押 し出 され る形 で/u/と/u:/が
前方へ と移動 した よ うな配置 とな ってい る。次節では今 まで扱 って きた後舌母音の フ ォル マン
トを測 るとともに、 この/0:/が/u/と/u:/の前舌化に関係 してい るのか ど うか も調 べてい く。
5.後 舌母音のフ ォルマ ン トと分析
第2節 で行った要領で後舌母音のフォルマント数を調べ、その結果を以下の表にまとめてい
る。
Male Female
Trim(1975)Marks(2007)
■
Trim(1975)Marks(2007)
F1 F2 F1 F2 F1 F2 F1 F2
glaSS 694 1184 853 1224
■
heart
.
692 1143 1061 1429
lock 531 1102 653 1061 /D/
.
612 1020 857 1184
call 408 816 408 851 sport
.
531 857 571 939
good 408 1061 367 1388 bull2ユ)
.
490 981 327 980
do 327 1224 286 1837 Sue 367 1265 286 1878
表2.後 舌母音のフォルマント
Ladefoged(2006:190)1まF1とF2の周波数が近ければ近いほ ど、その母音は後舌母音であ
ると してい る。前舌化が進んでい るといわれてい る/0/と/u:/をみ ると、男性話者での/0/で
はTrimで約650、Marksで約1000もの差が あ り、/u:/において もTrimで約900、Marksで約
1500もの差が ある。/α:/,/D/,/0:/では/u/と/u=/ほど差 が見 られない ことか ら/0/と/u:/は
Cruttenden(2001,2008)が指摘 してい るよ うに、後 舌母音の領 域か らかな り前方へ と移動 して
い ると言え る。 また、TrimとMarksのF2におけ る/0/と/u:/を見 ると、Trimより/0/で約
300、/u=/で約600もの差 をつけ ている ことか らTrimの教材が出版 された後 も/u/と/u=/の前舌
化は進行中であ ることがわか る。
女性話者で もF1とF2の 差は/ql/,/D/,/01/より/0/と/ul/で大 きく、Trimの/0/で約490、
/u:/で約900の差が あ り、Marksでの/u/は約650、/u:/で約1600もの差があ る。男性話者 と同
様に、TrimとMarksでも/u/と/u:/での前舌化が起 こってい る。
/o:/に関 しては、TrimとMarksの男性話者 ではF1とF2に おいて大差はな く、女性におい
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て もMarksでのF2が やや高い数値であ る点を除けば、F1で の周波数に大差はない。 ここで
注 目したい点は、/0:/と/0/の男女のF1で あ る。男性話者での/01/と/u/のF1には大差 はな
く、女性話者ではTrimにおいて大差はない。そのため/0:/はRoachandHartman(1997)が示
す よ うな狭 い/0:/の位置に ある と言 え よ う。 ここで問題 となるのは前節 で述べた/0:/と/0/,
/u:/の関係 であるが、本稿 の末尾 で示 した表 にあ るよ うに、/0:/が狭 い音 とな ってい るために、
/0/と/u:/が前方 に押 し出 された配置 とな っている。 しか し、Marksの女性の場合は他の話者
と異な り、/u:/の前舌化 が今回取 り上 げた話者 の中で最 も顕著であ ることか らこの/u:/が/u/
と/01/を引 っ張 ってい る と考 えられ る。
今回の結果では、Wells(1982:99)が述べてい るよ うに/0:/の移動 が先か、/ul/の移動が先か
は判断で きなか ったが、/0/と/u:/の前舌化 だけでな く、/0=/の移動 も関係 してい ると言え よ う。
おわ りに
広い/e/と/a∋/、前舌化 され た/u/と/UI/はイ ングラン ド北部の特徴で もあ る。イ ングラン ド
北部の影響が何 らかの形で影響 してい るのか も しれないが、む しろ音韻体系的に考え る必要が
あ るで あろ う。 なぜ な ら、現 代 の発 音 に至 るまでに は、 中英語 の頃 に起 こった大母 音推 移
(theGreatVowelShift)カミあるか らである。Wells(1982:184)によると、前舌母音 では/il/→
/ei/,/e:/→/i:/,/ε1/-・/e:/,/a:/-・/ε:/と変 化 し、後 舌母音 では/ul/-・/0u/,/0:/-・/u:/,/0:/-・/0:/へと
近代英語にかけて変化 してい る。 この母音推移では前舌母音が時計回 りに一段ずつ高い位置へ
と持 ち上げ られ、後舌母音は反時計回 りに移 ってい る。今回取 り上げた現代RPの 単母音の中
で後舌母音は従来の流れに沿 った動 きが見 られ るが、前舌母音の/e/と/記/はその従来の流れ
に逆 らった反時計回 りにな る傾向がみ られた22)。今後 、 この前舌母音での反 時計回 りの傾 向が
続 くか ど うか さらに時間をかけて考察す る必要があ るであ ろ う。
註
1)/i:/は特 に 語 末 に お い て二 重 母 音 化 し、[Ii]とな る こ とが 多 い 。 この 特 徴 は 初 版 か らす で に指 摘 され
て お り、Jones(1956:31),0'Connor(1973:154),Wells(1982:140)でも指 摘 され て い る。
2)Wells(1982:291)とHughesetal.(2005:48)も年 配 層 が 狭 い/1/を使 い 、若 年 層 が 広 い/1/を使 う と し
て い る 。 近 年 出版 され た 発 音 辞 典 、Longman Pronunciation Dictionary(以下 、LPD)、English
Pronouncing Dictionary(以下 、EPD)、Oxford Dictionary of Pronunciation(以下 、ODP)で は 図3の
② の位 置 に/1/が置 か れ て い る。
3)第4版 で は/1/にの み † †が 付 け られ て い る。
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4)第7版 で は"standardinRP"(Cruttenden,2008:xviii)とな って い る。
5)Gimson(1980:104-105)にそ の例 が 挙 げ られ て い る。 本 文 中 で挙 げ た``problem",``possible",
"interesting"はLPDでは 初 版(1990)から/e/を第1チ ョイ ス と して い る。EPDで は 第14版(1977)
で"interesting"を除 き、/e/を第1チ ョイ ス と して い る。
6)Jones(1956:32)は/1/をcloseとhalf-closeの中 間 で 、 や や 後 寄 りと して い るが 、 語 末 の/1/は"an
openervariety"、つ ま りC[e]に近 い音 と して い る 。 しか し、Wells(1982:294)はこの よ うな/1/を使
うの は 、 例 え ば 、 陸 軍 将 校 が 使 うよ うなRPで あ り、 最 近 で は/i:/に近 い音 が好 まれ る と して い る。
7)EPD,LPD,ODPや 代 表 的 な英 英 辞 典 、Longman Dictionary of Contemporary English(2003)、Oxford
Advanced Learner's Dictionary(2005)、Cambridge Advanced Learner's Dictionary(2008)にお い て も/i/
とい う表 記 が 使 わ れ て い る。
8)Wells(1982:291)は狭 い/e/を絶対 とは言 い切 れ な い もの の 、"old-fashionedRP"とし、 広 い/e/は若
年 層 が 使 うと して い る。
9)第4版 で も広 い/e/を示 す[ε に マ ー クが つ い て い るが 本 文 で は そ の 理 由に つ い て 特 に 言 及 して い な い 。
10)Wells(1982:97-98)も同様 の 見解 を示 して い る。
11)/3=/は初 版 か ら第7版 まで そ の音 質 に つ い て 変 化 が な い。
12)Jones(1956:23,45)はC[o]寄りの/冨、[勾 と して お り、0'Connor(1973:157)も後寄 りの/冨 を年 配
層 のRP話 者 、 前寄 りの/A/を若 年 層 のRP話 者 と して い る。RoachandHartman(1997:ix)は/冨が も
は や後 寄 りで は な く、 中 舌 母 音 の 位 置 に あ る と して い る。
13)Wells(1982:292)は/記/が広 い 音 へ と向 か うそ の 背 景 に/1/と/e/の広 い音 へ の移 動 が あ る と して い る。
14)スウ ェ ーデ ンのKTHが 開 発 した 音 声 分 析 ソ フ トで 、http://www.speech.kth.se/wavesurfer/よりダ ウ
ン ロ ー ド可 能 で あ る。
15)Ladefoged(2006)に付 属 され て い るCD-Romか ら フ ォル マ ン ト図 を採 用 した。
16)かつ て この/D/は、/D/+/f,θ,s/とい う組 み 合 わ せ の語((off,cloth,cross)にお い て/0:/が使 わ れ て い
た が 、 今 で は/D/に取 って 代 わ って い る。
17)/i=/と同様 に、/u=/も二 重 母 音 化 を 起 こす こ とが よ くあ る。
18)RoachandHartman(1997:ix),Ashby(2005:28),CollinsandMees(2003:98;2008:102),Kerswill
(2007:48-49),Wells(1997)でも指 摘 され て い る。
19)Gimson(1964:135)もC[o]に近 い 音 質 に な りつ つ あ る こ とを 指 摘 し、 ロ ン ドンの 影 響 が あ る と して い
る。Wells(1982:145)は/01/の"anopenerquality"を"old-fashionedRP"として い る。
20)EPD第15版で は 、/01/の移 動 以 外 に も多 くの 点 で 相 違 点 が 見 られ る。 本 稿 で も前 半 で取 り扱 った 前 舌
母 音 の/e/と/お/はJonesやGimsonと比 べ て か な り広 い音 を示 す 配 置 とな っ て い る。/入/に関 して も、
ほ ぼ 中 央 位 置 に まで 移 動 して い る。
21)Marksでは 女 性 話 者 に"bull"がな か った た め 、 代 わ りに"pull"を採 用 した 。
22)前舌 母 音 の/1/は広 い 音 質 へ と向 か う反 時 計 回 りの 傾 向 が 見 られ る一 方 で 、 語 末 で の/1/は狭 い 音 へ と
向 か う傾 向 に あ り、 音 声環 境 に よ る相 違 が 見 られ る。
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付表RP単 母音のフォルマン ト
i= 1 e お A 3: α: D o: σ u:
Trim:Male(●tm);Female(★tf)1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
Marks:Male(Omm),Female(◇mf)1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
F2
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